




　血友病 Aの抜歯に際して、従来われわれは Cryoprecipitate による補充療法

をおこない、第Ⅷ因子活性(FⅧ－C)を 15～35％に上昇させ、術後 48 時間、8

～12 時間毎に注入を持続する方式により止血管理をおこなってきた。今回

Hyland 社の高単位濃縮剤 Hemofil H(1260～1500U/30ml)を使用し、1 回注入に

より FⅧ-C を 100％近くに上昇させて抜歯する方式を検討した。


